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１ はじめに 

 2019年，平成の時代が終わり令和の時代が始まった。新たな時代が幕を開けた今日，我が国や世

界を取り巻く環境は大きな転換点を迎えている。生産年齢人口の減少やグローバル化の進展，絶え

間ない技術革新，Society 5.0の時代の到来など，社会構造や労働環境は一層変化が激しく，予測

困難なものになってきている。この変化の激しい現代社会において，未知の状況においても柔軟に

対応するとともに，よりよい解を見いだして自らの未来を力強く切り拓いていくための資質・能力

の育成が求められている。 

このような社会的状況の変化を踏まえ，学校内にとどまった学力ではなく，社会生活においても

生かすことのできる学力の育成を目指し，平成29年に新たな学習指導要領が告示され，これからの

時代に求められる資質・能力が三つの柱で整理された。そして，「主体的・対話的で深い学び」を

視点とした授業改善を図り，授業を通して，これらの資質・能力を確実に育成することを目指して

いる。 

さて，この新学習指導要領において育成を目指す資質・能力の定着の程度を把握する機会の一つ

に，全国学力・学習状況調査があり，調査問題作成の基本理念*1)について次のように示している。 

 

 

 

また，全国学力・学習状況調査を実施する目的*2)の一つを次のように示し，授業改善の視点も掲

げている。 

 

 
 

つまり，全国学力・学習状況調査を効果的に活用することで，「主体的・対話的で深い学び」を

視点とした授業改善を図り，新学習指導要領で育成を目指す資質・能力を育むことができるという

ことである。そのため，これまでにも全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ，国や都道府県，市

町村等を単位とした数多くの施策や取組がなされてきた。『平成30年度全国学力・学習状況調査活

用事例集』や本県の施策等を基に，その一部を整理すると図１のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
*1)『全国的な学力調査の今後の改善方策について(まとめ)』 平成29年 全国的な学力調査に関する専門会議 Ｐ.7 
*2)同上 Ｐ.1 

学校における個々の児童生徒への教育指導や学習状況の改善・充実等に役立てる。 

（一部抜き出し） 

全国学力・学習状況調査の調査問題については，新しい学習指導要領が求める育成を目指す資

質・能力を踏まえ，それを教育委員会や学校に対して，具体的なメッセージとして示すものとな

るよう検討を進める。                          （一部抜き出し） 

図１ 全国学力・学習状況調査を活用した授業改善等の取組（一例） 
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一方で，調査問題そのものを効果的に活用した取組事例を見付けることはできなかった。イン

ターネット等を用いて収集した情報を基にすると，調査問題を活用した取組のほとんどが「過去

問題」として問題演習に取り組む内容であった。 

調査問題を活用して，繰り返し問題演習を行うことにはもちろん価値がある。なぜなら，生徒

が良質の問題に繰り返し触れ，解答し，理解するという活動を繰り返すことを通じて，新学習指

導要領が求める資質・能力を確実に身に付けさせることになるはずだからである。また，繰り返

し問題演習を行うことは，問題に「慣れ」させることにもつながる。先日発表されたPISA2018の

調査結果では，問題形式に慣れていなかったことにより，子供たちが十分な力を発揮することが

できなかったのではないかという分析結果も出されている*3)。生徒が，自らのもてる力を十二分

に発揮できるようにするためにも，調査問題の形式に慣れておくことは，十分に価値があると言

える。 

しかし，調査問題自体を効果的に活用した取組の在り方を模索することも重要である。なぜな

ら，調査を実施した後，翌日からすぐに使える資料は調査問題であるからである。先述したよう

に，調査問題には生徒に身に付けさせるべき資質・能力や授業改善の要素が「問い」として織り

込まれている。国や都道府県等で行う結果分析や対策を待ちつつも，調査問題を効果的に活用し

て，少しでも早く授業改善へとつなげる方法を研究する必要があると考えた。 

   そこで，調査問題等を効果的に活用し，主体的・対話的で深い学びを視点とした授業改善を行

うことを通して，これからの時代に求められる資質・能力の育成を目指す国語科教育の創造に向

けた研究を進めることにした。 

 

２ 研究の構想 

(1) 研究主題・副題についての基本的な考え方 

  ア 「未来を切り拓く資質・能力を育成する」とは 

     「未来を切り拓く資質・能力」とは，

これからの時代に求められ，新学習指導

要領において育成を目指す三つの資質・

能力のことである（図２）。 

国語科の学習指導においては，新学習

指導要領の指導事項，ひいては指導事項

に基づき設定した「単元の目標」がそれ

に当たる。 

    したがって，「未来を切り拓く資質・

能力を育成する」とは「国語科の学習指導

を通して，単元で設定した目標（指導事

項）を確実に育成すること」と捉える。 

 イ 「調査問題等を効果的に活用した授業改善」とは 

     先述した通り，全国学力・学習状況調査の結果を活用した創意工夫に富む取組は数多く見受

けられる。どの取組も目的や具体的方策が明確であり，参考になるものばかりである。その中

でも，多様な取組の中の一つとして，調査実施直後に「全国学力・学習状況調査を活用した授 

                             
*3)『OECD 生徒の学習到達度調査2018年調査(PISA2018)のポイント』(令和元年 文部科学省・国立教育政策研究所)において，「読解

力の平均得点の低下に影響を与える要因について分析したところ，…（中略）コンピュータ画面上での長文読解の慣れ等（後略）…

様々な要因が複合的に影響している可能性があると考えられる」と分析されている。 Ｐ.4 

図２ 育成を目指す資質・能力の三つの柱 

（中教審「28年答申」より） 
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業改善の在り方」を模索することが，本研

究の目指すところである（図３）。 

したがって，「調査問題等」とは，全国

学力・学習状況調査の「調査問題」と実施

後すぐに公表される「解説資料」のことを

指す。 

そして，これまでに行ってきた実践や，

実践を通して明らかになった指導上の課題

等を踏まえ，調査問題と解説資料を活用し

ながら主体的・対話的で深い学びを視点とし

た授業改善を行うことを目的としたい。 

そこで，「調査問題等を効果的に活用した授業改善」とは「調査問題と解説資料を活用し，

これまでの実践を通して明らかになった指導上の課題等を改善すること」と捉える。 

(2) 調査問題と解説資料の特徴 

   調査問題作成の基本理念については，先述したとおりである。 

   また，『平成31年度全国学力・学習状況調査解説資料』（P.1)には，『解説資料』そのものの

特徴について，次のように記載されている。 

 

 

 

 

  これらの内容を踏まえると，調査問題と解説資料を効果的に活用することで，主体的・対話的

で深い学びを視点とした授業改善を行うことができる。 

(3) 生徒の実態 

    本校国語科における生徒の実態としては，例

えば，平成31年（令和元年）度の標準学力検査

（ＮＲＴ）を分析してみると，全学年で平均偏

差値が全国値を上回っていた。 

    しかし，領域ごとの平均通過率を分析してみ

ると，「読むこと」の領域において，２・３年

生ともに全国平均を下回っており，課題がある

ことが明らかになった（図４）。 

    このことから，本研究では「読むこと」の領

域に焦点を当て，研究を行うことにした。 

 (4) 自身の課題 

     これまで，主体的・対話的で深い学びの視点に基づき，次頁図５に示すような考え方で授業改

善を行ってきた。そして，実践を重ねる中で浮かび上がってきた課題は次の二点である。 

   一点目は，単元に位置付ける言語活動についてである。「言語能力を育成する中心的な役割を

担う国語科においては，言語活動を通して資質・能力を育成する」*4)とされる国語科では，単元

等に位置付けた言語活動を通して指導事項を育成することになる。しかし，指導事項や教材に応

じて言語活動を設定することにはいつも苦慮している。「活動あって学びなし」と言われること 

                             
*4)『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 国語編』 Ｐ.12 

図３ 本研究の位置付け 

 

・ 全ての先生が，学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 

・ 調査実施後，すぐに活用できるように作成しています。 

（一部抜き出し） 

図４ 平成31年(令和元年)度ＮＲＴ「読むこ 

と」の領域における通過率 
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があるように，単元に位置付けた言語活動が指導

事項にふさわしく，かつ主体的・対話的で深い学

びへと導くものであると言えるのか考えることが

多い。 

   二点目は，学習評価についてである。単元で設

定した指導事項に基づき，評価規準を作成して評

価していくことになる。その評価規準を基にし

て，生徒の成果物や学習態度等をどのような観点

を用いて評価するかについては，各授業者に委ね

られている。具体的な「評価する際の基準」の設

定の仕方やその考え方など，これまで行ってきた

実践においては，この学習評価の取組が不十分で

あったと感じている。しかし，適切な学習評価を行うことを通して，指導と評価を一体化させた

授業改善へとつなげるとともに，学習評価を生徒に返して身に付けた資質・能力を自覚化させて

意味付けさせるためにも，学習評価についての理解や実践力を一層深める必要がある。更なる授

業改善を図るため，これは本研究において特に明らかにしたい視点である。 

(5) 研究の方向性 

   上記を基にし，調査問題作成の意図や解説資料の役割を踏まえ，次の図６に示す二つの視点に

ついて，その在り方を模索することを本研究の方向性とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の実際 

(1) 調査問題を活用した言語活動設定の工夫【視点Ⅰ】 

   言語活動を通して指導事項を指導する国語科にとって，生徒に資質・能力を確実に育成するた 

図５ 授業改善の考え方（私案） 

 

図６ 本研究の方向性 
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めには，指導事項に適した言語活動を設定し，学習活動を展開することが重要である。 

   ここで改めて調査問題を見てみると，調査問題は設問ごとに関係する指導事項が明確に設定さ

れている。また，調査問題を作成する際の配慮の一つに「（前略）生徒の言語活動を充実するこ

と」という観点が取り上げられている*5)。これらのことから，調査問題における設定場面や学習

活動は，設問ごとに設定されている指導事項に適した言語活動例の一つとして捉えることができ

るのではないかと考えた。 

    そこで，調査問題における設定場面や学習活動を，授業の中で考えられる学習活動や言語活動

として捉え直し，授業の中で再現することにした。具体的には，調査問題と解説資料を用い，表

１のように整理・分析し直し，目標や学習の目的に応じて，単元における言語活動として位置付

けた。 

表１ 調査問題と解説資料を用いた整理・分析*6) 

問題
番号 

指導
事項 

設問中の 
設定場面や学習活動 

授業の中で 
考えられる学習活動 

言語活動 指導上の留意点 

１ 

一 
２年 
読ウ 

リード文がもつ役
割や効果について考
える。 

新聞を読み，リー
ド文の表現の工夫や
効果について分析
し，根拠を明確にし
てまとめる。 

表現を工夫して，
新聞のリード文を書
く。 

リード文を書く
際の工夫とその目
的 を 明 確 に さ せ
る。 

二 
１年 
読イ 

見出しに関わる本
文の内容を捉える。 

新聞を読み，見出
しに関わる情報を過
不足なく捉え，まと
める。 

新聞の内容を的確
に捉え，本文にふさ
わしい見出しを付け
る。 

見出しを書くに
至った理由を明確
にさせる。 

三 
１年 
読オ 

短歌を読んで感じ
たことや考えたこと
をまとめる。 

 短歌を読んで感じ
たことや考えたこと
をまとめる。 

 短歌を読み，その
魅力を紹介文として
まとめる。 

 共感したり，疑
問をもったりした
ことの根拠を明確
にさせる。 

四 
１年 
言ア 

封筒に相手の名前
と住所を書く。 

 封筒に相手の名前
と住所を書く。 

成果物をコンクー
ルに応募するための
封筒を書く。 

手紙の形式に込
められた相手への
敬意について考え
させる。 

なお，整理・分析する際は，解答類型に記載されている言葉を基に，「指導上の留意点」とし

て併記することで，言語活動を行わせる上で留意すべき視点を教師が明確にもつことができるよ

うにした。これらのことにより，指導事項に適した言語活動を設定することができる。 

(2) 解説資料を活用した学習評価の工夫【視点Ⅱ】 

   生徒がどのような資質・能力を身に付けたか把握するためには，生徒が思考・判断したことを

通して，何らかの形で表出した表現物等を的確に評価する必要がある。また，その評価を基に，

適切な指示・助言を行うことを通して，資質・能力の確実な育成を図ることが求められる。その

ためにも，単元で設定した評価規準に基づき，その達成の度合いを判断する具体的な基準を設定

することが重要である。 

     ここで改めて解説資料を見てみると，指導事項に基づいて作成された設問ごとに，解答類型が

設定され，正答の条件が評価の観点として明記されている。この解答類型や正答の条件を，授業

における「評価する際の基準」として活用することができるのではないかと考えた。 

   そこで，設問と同じ指導事項に基づき，類似した学習活動や言語活動を設定した際には，解答

類型の正答の条件を「評価する際の基準」として具体的な生徒の姿に置き換え，そのまま用いる 

                             
*5)『平成31年度全国学力・学習状況調査 解説資料』 Ｐ.6 
*6)表１に記載されている指導事項は，「現行学習指導要領」によるものである。 
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ことにした（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   また，解答類型の中の「誤答」に関する内容を，Ｃと判断される生徒の具体的な姿としてその

まま置き換えるとともに，指導助言を通して生徒自身が自らの学習を調整するための具体的な手

立てとして活用することにした（図８）。このことにより，予想される生徒のつまずきを具体的

なイメージで捉えることができるので，適切な指示・助言につなげられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さらに，設問に設定してある指導事項の該当学年以外で，設問と類似した学習活動や言語活動

を実施する際は，系統表を基に他学年の指導事項に置き換えた。そして，指導事項の系統性を踏

まえて具体的な「Ｂと判断する生徒の姿」，「Ｃと判断する生徒の姿」を適宜付け加えることに

した。これらのことにより，指導と評価の一体化を通じた授業改善を図るとともに，国語科にお

いて求められる資質・能力の確実な育成へとつなげることができる。なお，「Ａと判断する生徒

の姿」についてはあえて具体的な姿を示さずに評価することにした。なぜなら，Ａの姿を具体的

にしてしまうと，その姿が達成点となってしまいＡの具体的な姿が限られてしまうと考えたから

である。これは，多様な解や価値観が求められるこれからの時代に必要となる資質・能力の育成

にも合致していると考える。 

 

４ 検証授業の実際 

  上記研究の視点に基づいて，検証授業を行った。以下では，特に研究の視点に沿った工夫に焦点

を当て，取り上げることにしたい。また，【視点Ⅱ】の中でも，指導事項の系統性を踏まえた「評

価する際の基準」の在り方について明らかにするために，調査問題の設問と類似した学習活動や言

語活動を，第２学年と第３学年のそれぞれに位置付けて検証授業を行った。なお，現行学習指導要

領の指導事項に基づいて設定されていた指導事項については，『中学校学習指導要領比較対応表』

を用い，新学習指導要領の指導事項に読み替えて単元の目標に位置付け，授業を行った。 

図７ 解答類型を活用した「評価する際の基準」の設定例 

 

図８ 解答類型を活用した「Ｃと判断する生徒の姿と指示・助言」の設定例 
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(1) 第２学年における検証授業の概要（５月中旬） 

   ア 単元名等 

 

 

 

 

 

 

  イ 単元の目標 

  (ｱ) 抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，多義的な意味を表す語句などについて理解

し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。 

［知識及び技能］ 

  (ｲ) 文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり 

深めたりすることができる。              ［思考力，判断力，表現力等］ 

  (ｳ) 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を生活に役立て，我が国の言語文化を大切にし

て思いや考えを伝え合おうとする。           「学びに向かう力，人間性等」 

  ウ 本単元における言語活動 

    短歌を読み，その魅力を紹介文としてまとめる。 

（関連：［思考力，判断力，表現力等］Ｃ(2)イ） 

  エ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

抽象的な概念を表す語句の

量を増すとともに，多義的な

意味を表す語句などについて

理解し，文章の中で使うこと

を通して，語感を磨き語彙を

豊かにしている。 

文章を読んで理解したこと

や考えたことを知識や経験と

結び付け，自分の考えを広げ

たり深めたりしている。 

理解したことや考えたこと

を進んで知識や経験と結び付

けるとともに，学習の見通し

をもって，自分の考えを紹介

文としてまとめようとしてい

る。 

  オ 単元の指導計画   

時 学習活動 評価規準及び評価方法等 

１ １ 学習のねらいや進め方をつかみ，学習の見通しをもつ。  

２ 

３ 

４ 

２ 短歌十首の中で，作者が行っている表現上の工夫やなぜ

その言葉を用いたか等について考えることを通して，短歌

を作成する際の工夫について考える。 

３ 教科書の短歌十首に描かれている情景や心情を想像する

とともに，知識や経験と比較したり関連付けたりしながら

解釈することを通して，短歌の味わい方について考える。 

４ 短歌を作成する。 

５ 作成した短歌を互いに読み合い，お気に入りの短歌の魅

力を紹介文としてまとめる。 

 

５ 
６ 作成した紹介文を交流し，自分の考えを広げ深める。 

７ 単元の学習のまとめを行う。 

 

   

[知識・技能] 

発表・ノート 

[思考・判断・表現] 

観察・ワークシート 

「主体的に学習に取り組

む態度] 

観察・ノート 

[思考・判断・表現] 

観察・ワークシート 

単 元 名 私が紹介する至高の一首 

     ～知識や経験と結び付け，自分の考えを広げたり深めたりする～ 

教  材 「短歌の世界」（『中学生の国語二年』三省堂） 

対  象 薩摩川内市立里中学校第２学年 

実施時期 令和元年５月中旬 
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カ 研究の視点に基づく本単元での工夫 

  (ｱ) 【視点Ⅰ】について 

        本単元における言語活動を，「短歌を読み，その魅力を紹介文としてまとめる」として位

置付けた。これは，図９のような流れで調査問題を活用し，設定したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (ｲ) 【視点Ⅱ】について 

     本単元では調査問題と類似した学習活動や言語活動を設定したので，解答類型の正答の条

件をそのまま用い，「評価する際の基準」として具体的な生徒の姿に置き換えて設定した。

また，調査問題で設定してある１年「Ｃオ」ではなく，２年「Ｃオ」の指導事項を設定した

ので，指導事項の系統性を踏まえ，具体的な「Ｂと判断する生徒の姿」，「Ｃと判断する生

徒の姿」を付け加えて，最終的な「評価する際の基準」を作成した（図10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 単元の言語活動設定までの教師の思考の流れ 

 

図10 解答類型を基に作成した「評価する際の基準」 
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  キ 【視点Ⅱ】に基づく本単元での評価 

    本単元では，生徒が思考・判断したことを通して作成した「短歌の紹介文」を基にして評価

を行った。図11は，「Ｃと判断する生徒の姿」を基に，Ｂを実現するよう具体的な指示・助言

を行ったものである。なお，本単元では全生徒がＢ基準以上を達成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 第３学年における検証授業の概要（６月上旬） 

   視点を基に，指導事項の系統性を踏まえた「評価する際の基準」の在り方についての検証を深

めるため３年生においても検証授業を行った。ここでは視点に基づいた工夫のみ記載する。 

 ア 【視点Ⅰ】について 

       本単元における言語活動を，「俳句を読み，その魅力を紹介文としてまとめる」として位

置付けた。これは，図12のような流れで調査問題を活用し，設定したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 「評価する際の基準」を活用した学習評価と具体的な指示・助言の実際 

 

図12 単元の学習活動設定までの教師の思考の流れ 
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  イ 【視点Ⅱ】に基づく本単元での評価 

本単元では，生徒が思考・判断したことを通して作成した「俳句の紹介文」を基にして評価

を行った。図13は，調査問題で設定してある解答類型の正答の条件を基に，３年「Ｃエ」の指

導事項を，系統性を踏まえて具体的な生徒の姿に置き換え，「評価する際の基準」を作成して

指示・助言を行ったものである。なお，本単元では全生徒がＢ基準以上を達成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 成果と今後の方向性（〇：成果，●：今後の方向性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 生徒が国語科の指導事項に沿って主体的に思考・判断・表現する姿が見られたことから，指

導事項にふさわしい言語活動を位置付ける際に調査問題を活用することは，未来を切り拓く資

質・能力を育成するために有効であった。 

〇 指導事項に基づく的確な評価や指示・助言を行うことができたことから，学習評価を行う際

に解説資料を活用することは，適切な学習評価を行うために有効であった。また，解説資料を

用いて評価を行うことは，教師の多忙化が叫ばれる中で，効果的・効率的な学習評価の在り方

につながる可能性がある。 

〇 調査問題と類似した学習活動や言語活動を設定し，指導事項の系統性を踏まえた「評価する

際の基準」の在り方について検証を深めたことにより，これまで以上に指導事項の系統性を意

識した学習指導が行えるようになった。教科内で「評価する際の基準」を共有することを通し

て，学校全体で発達の段階を踏まえた資質・能力の育成を図ることにつながる。 

● 新しい時代に求められる資質・能力の更なる育成に努めるために，過去に遡って調査問題を

活用したり，他の領域等で実践を積み重ねたりしながら継続して研究を推進したい。 

● 指導と評価の更なる一体化を目指すためにカリキュラム・マネジメントを進め，本研究の成

果を土台に，学校・学年・教科のグランドデザインとの関連を深めていきたい。 

図13 「評価する際の基準」を活用した学習評価と具体的な指示・助言の実際 

 


